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第１回 国道１１５号相馬福島道路
道路整備に関する懇談会を開催します

～ 相馬福島道路の利活用による地域活性化の取組を議論 ～

国道１１５号相馬福島道路は相馬～霊山間が平成２８年度～平成３０年度開通と見

通しが公表され、地域の方々の関心も高まりを見せていることから、関係機関ととも

に相馬福島道路の利活用による経済・観光振興等地域活性化の取組について議論する

場として『国道115号相馬福島道路 道路整備に関する懇談会』を開催します。

【開催概要】

●日 時：平成２７年３月２６日（木）１４：３０～１６：００

●場 所：Ａ・Ｏ・Ｚ（アオウゼ）視聴覚室

（福島市曽根田町１番１８号 ＭＡＸふくしま４階）

※取材のうち写真・テレビ撮影に関しては、冒頭のみとさせていただきま

すので、ご協力お願いいたします。

<発表記者会> 福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ、いわき記者会

いわき記者クラブ、いわき市ふるさと発信課、南相馬市役所記者クラブ

【問い合わせ先】

国土交通省 東北地方整備局

あかさか ひろし

福島河川国道事務所 副所長(道路) 赤 坂 浩（内線２０５）

ＴＥＬ０２４（５４６）４３３１（代）

ち ば とみひこ

磐 城 国 道 事 務 所 副所長(改築) 千 葉 富 彦（内線２０４）

ＴＥＬ０２４６（２３）２２１１（代）



懇談会会場案内  

 ※福島駅東口より徒歩１０分 

※駐車場は２時間まで無料です。２時間以降３０分毎に１００円       
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第１回 国道 115 号相馬福島道路 道路整備に関する懇談会

日 時：平成27年 3月26日（木）14:30～16:00

会 場：福島県福島市

Ａ･Ｏ･Ｚ（アオウゼ） 視聴覚室

次 第

１．開会

２．道路整備に関する懇談会設立について

（設立趣旨書（案）、規約（案）、今後の展開について）

３．会長あいさつ

４．議事

（１）国道１１５号相馬福島道路の進捗状況

（２）国道１１５号相馬福島道路及び相馬港の整備効果

（３）意見交換

５．その他

６．閉会
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国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所長 永尾　慎一郎

国土交通省 東北地方整備局 磐城国道事務所長 坂井　康一

国土交通省 東北地方整備局 小名浜港湾事務所長 木本　仁

福島県 商工労働部 商工総務課長 安藤　正

福島県 観光交流局 観光交流課長 島田　淳

福島県 土木部次長（道路担当） 大河原　聡

福島県 県北地方振興局 次長 梁取　一男

福島県 相双地方振興局 次長兼企画商工部長 中高　克郎

福島県 県北建設事務所長 栁沼　政明

福島県 相双建設事務所長 浦山　悦雄

福島県 相馬港湾建設事務所長 宗像　良夫

福島市 商工観光部長 山内　芳夫

福島市 建設部長 鈴木　信良

相馬市 産業部長 宇佐見　清

相馬市 建設部長 金森　滋

伊達市 産業部長 三浦　敏徳

伊達市 建設部長 渡辺　治二

桑折町 産業振興課長 岡崎　善右ェ門

桑折町 地域整備課長 増田　達也

新地町 企画振興課長 平間　正光

新地町 建設課長 渡辺　祐吉

福島商工会議所 専務理事 石井　浩

相馬商工会議所 専務理事 和田山　雄康

桑折町商工会 副会長 渋谷　浩一

伊達市商工会長 渡邊　武

保原町商工会 副会長 渡辺　英人

飯坂町商工会 副会長 高橋　義博

新地町商工会 副会長 渡部　和志

東日本高速道路株式会社 東北支社 福島管理事務所長 中西　規祥

東日本高速道路株式会社 東北支社 いわき管理事務所長 小池　敏樹

国道１１５号相馬福島道路　道路整備に関する懇談会　委員一覧
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南相⾺市

相⾺市

新地町

福島県⽴
医科⼤学付属病院

線形不良箇所（R＜150m)
N=103箇所

整備前 整備後
県⽴医⼤病院までの所要時間 ８０分 → ５９分

全搬送件数：421/4年
うち、福島⽅⾯ 335件
うち、仙台⽅⾯ 73件
うち、いわき⽅⾯ 10件

▼沿岸３市町から第3次救急医療施設への
搬送件数（H21〜H24）

沿岸３市町から８０％搬送

沿岸地域（相⾺市役所）から

資料：相⾺地⽅広域消防本部

急カーブや急勾配の回避により患者への負担が軽減され、安⼼・安全な救急医療を⽀援

メリット③ 救急医療の⽀援

《輸送コスト削減の事例》
鋳造⽤並びに製鋼⽤鉄源を扱う⼆本松市の
Ｉ社は、銑鉄の輸送にあたって相⾺港を活⽤し、
輸送費の安い海上輸送をメインの輸送⽅法に切
り替えることで、⼤幅なコストダウンを実現

２，０００円／ｔ
のコスト削減

出典：福島県相⾺港利⽤促進協議会ＨＰ

相⾺港

メリット④ 地域経済を⽀援
相⾺港を活⽤した輸送効率化を図り、企業活動の活性化を⽀援
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